
アイシンにおけるＳＱＣ活用の

日常化に向けた

ＳｔａｔＷｏｒｋｓ全社展開の取り組み

アイシン精機㈱

ＴＱＭ・ＰＭ・ＩＳＯ推進部 澤田
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はじめに アイシン精機（連結）の概要



エンジン関連エンジン関連エンジン関連エンジン関連

情報関連情報関連情報関連情報関連

ドライブトレイン関連ドライブトレイン関連ドライブトレイン関連ドライブトレイン関連

ブレーキ及びシャシー関連ブレーキ及びシャシー関連ブレーキ及びシャシー関連ブレーキ及びシャシー関連

ボディー関連ボディー関連ボディー関連ボディー関連

自動車を構成する

全部品の約３割を生産

自動車部品事業自動車部品事業自動車部品事業自動車部品事業

はじめに アイシン精機（連結）の製品



【【【【住生活系製品住生活系製品住生活系製品住生活系製品】】】】

シャワートイシャワートイシャワートイシャワートイ

レレレレ

電動車椅子電動車椅子電動車椅子電動車椅子 ベッドベッドベッドベッド

【【【【エネルギー系製品新規事業関連製品エネルギー系製品新規事業関連製品エネルギー系製品新規事業関連製品エネルギー系製品新規事業関連製品】】】】

ガスヒートポンプガスヒートポンプガスヒートポンプガスヒートポンプ

（ＧＨＰ）（ＧＨＰ）（ＧＨＰ）（ＧＨＰ）

フェムト秒ファイバーレーザーフェムト秒ファイバーレーザーフェムト秒ファイバーレーザーフェムト秒ファイバーレーザー

はじめに アイシン精機（連結）の製品



お客様お客様お客様お客様お客様お客様お客様お客様

第一第一第一第一第一第一第一第一

ＴＱＭＴＱＭＴＱＭＴＱＭＴＱＭＴＱＭＴＱＭＴＱＭ

絶え間絶え間絶え間絶え間絶え間絶え間絶え間絶え間

ない改善ない改善ない改善ない改善ない改善ない改善ない改善ない改善

全員参加全員参加全員参加全員参加全員参加全員参加全員参加全員参加

ＳＱＣ活用のあるべき姿ＳＱＣ活用のあるべき姿ＳＱＣ活用のあるべき姿ＳＱＣ活用のあるべき姿

①ＳＱＣが日常の業務の中で思い

のまま使いこなされ、やり直しの

ない確実な仕事がすみやかに

できている。

②そのためには、ＳＱＣが普遍解

を求める科学的なアプローチと

して実践され、知的生産の向上

に役立っており、会社の強みに

なっている。

ＳＱＣ活用のあるべき姿

はじめに

TQMの考え方



全社ＳＱＣ専門委員全社ＳＱＣ専門委員全社ＳＱＣ専門委員全社ＳＱＣ専門委員

ユニットユニットユニットユニット

全社ＳＱＣ推進委員会全社ＳＱＣ推進委員会全社ＳＱＣ推進委員会全社ＳＱＣ推進委員会 事務局事務局事務局事務局

各各各各

部部部部

署署署署

ユニットのユニットのユニットのユニットの

ＳＱＣ推進委員ＳＱＣ推進委員ＳＱＣ推進委員ＳＱＣ推進委員
●相談役●相談役●相談役●相談役

●委員長●委員長●委員長●委員長

●副委員長●副委員長●副委員長●副委員長

●委員●委員●委員●委員

・各部署のﾘｰﾀﾞ

・推進強化ｽﾀｯﾌ

専門技術者

SQC専門ｽﾀｯﾌ

ユニットユニットユニットユニット

各各各各

部部部部

署署署署

ユニットのユニットのユニットのユニットの

ＳＱＣ推進委員ＳＱＣ推進委員ＳＱＣ推進委員ＳＱＣ推進委員

テーマ管理推進者テーマ管理推進者テーマ管理推進者テーマ管理推進者

・直属上司・直属上司・直属上司・直属上司

・テーマ担当・テーマ担当・テーマ担当・テーマ担当

・アドバイザ・アドバイザ・アドバイザ・アドバイザ

テーマ管理推進者テーマ管理推進者テーマ管理推進者テーマ管理推進者

・直属上司・直属上司・直属上司・直属上司

・テーマ担当・テーマ担当・テーマ担当・テーマ担当

・アドバイザ・アドバイザ・アドバイザ・アドバイザ

ＳＱＣ活用推進についてＳＱＣ活用推進についてＳＱＣ活用推進についてＳＱＣ活用推進について

ＳＱＣテーマ解決活動のしくみＳＱＣテーマ解決活動のしくみＳＱＣテーマ解決活動のしくみＳＱＣテーマ解決活動のしくみ

①ＳＱＣ①ＳＱＣ①ＳＱＣ①ＳＱＣのののの日常日常日常日常化化化化

②科学的なアプローチ②科学的なアプローチ②科学的なアプローチ②科学的なアプローチでででで実践実践実践実践



◎テーマ登録制による全関連組織への組織的展開◎テーマ登録制による全関連組織への組織的展開◎テーマ登録制による全関連組織への組織的展開◎テーマ登録制による全関連組織への組織的展開

◎テーマリーダー、アドバイザー、部門管理推進者の◎テーマリーダー、アドバイザー、部門管理推進者の◎テーマリーダー、アドバイザー、部門管理推進者の◎テーマリーダー、アドバイザー、部門管理推進者の

三位一体によるテーマ解決三位一体によるテーマ解決三位一体によるテーマ解決三位一体によるテーマ解決

ねらいねらいねらいねらい

職場の問題職場の問題職場の問題職場の問題 テーマ登録テーマ登録テーマ登録テーマ登録

テーマ解決活動テーマ解決活動テーマ解決活動テーマ解決活動

ＴＱＭ・ＰＭＴＱＭ・ＰＭＴＱＭ・ＰＭＴＱＭ・ＰＭ・・・・ISO推進推進推進推進部部部部

・現状把握・現状把握・現状把握・現状把握

・要因解析・要因解析・要因解析・要因解析

・対策・対策・対策・対策 などなどなどなど

テーマリーダーテーマリーダーテーマリーダーテーマリーダー

・テーマの登録・テーマの登録・テーマの登録・テーマの登録

進捗管理など進捗管理など進捗管理など進捗管理など

・手法の選定・手法の選定・手法の選定・手法の選定

・解析の仕方・解析の仕方・解析の仕方・解析の仕方

などの指導などの指導などの指導などの指導

アドバイザーアドバイザーアドバイザーアドバイザー部門推進者部門推進者部門推進者部門推進者

・手法活用援助・手法活用援助・手法活用援助・手法活用援助 ・テーマリーダーの育成・テーマリーダーの育成・テーマリーダーの育成・テーマリーダーの育成

・攻め方のアドバイス・攻め方のアドバイス・攻め方のアドバイス・攻め方のアドバイス ・アドバイザーの育成・アドバイザーの育成・アドバイザーの育成・アドバイザーの育成

ＳＱＣテーマ解決活動のしくみＳＱＣテーマ解決活動のしくみＳＱＣテーマ解決活動のしくみＳＱＣテーマ解決活動のしくみ

ＳＱＣ活用推進についてＳＱＣ活用推進についてＳＱＣ活用推進についてＳＱＣ活用推進について

①ＳＱＣ①ＳＱＣ①ＳＱＣ①ＳＱＣのののの日常日常日常日常化化化化

②科学的なアプローチ②科学的なアプローチ②科学的なアプローチ②科学的なアプローチでででで実践実践実践実践



新人

教育

問解

基礎

実験計画

多変量

信頼性

－

社内

教育と

の対応

４級３級２級１級

○○

○

○

○

○

ＱＣ検定（知識）

○

社外

認定

（実践）

社外認定ＳＱＣ上級プロ

ＳＱＣ活用レベルＳＱＣ活用レベルＳＱＣ活用レベルＳＱＣ活用レベル

ＱＣ的な考え方がＱＣ的な考え方がＱＣ的な考え方がＱＣ的な考え方が

理解できるレベル理解できるレベル理解できるレベル理解できるレベル

初級初級初級初級初級初級初級初級

職場の問題が職場の問題が職場の問題が職場の問題が

解決できるレベル解決できるレベル解決できるレベル解決できるレベル

中級中級中級中級中級中級中級中級

職場を跨ぐ重要な問題が職場を跨ぐ重要な問題が職場を跨ぐ重要な問題が職場を跨ぐ重要な問題が

解決できるレベル解決できるレベル解決できるレベル解決できるレベル

上級上級上級上級上級上級上級上級

ＳＱＣ活用推進についてＳＱＣ活用推進についてＳＱＣ活用推進についてＳＱＣ活用推進について

①ＳＱＣ①ＳＱＣ①ＳＱＣ①ＳＱＣのののの日常日常日常日常化化化化

②科学的なアプローチ②科学的なアプローチ②科学的なアプローチ②科学的なアプローチでででで実践実践実践実践



・’11年にV5にバージョ

ンアップ

・ライセンス管理機能

の強化（日科技研）

・’03年に本社にネット

ワーク版を導入（その

後、拠点に拡大）

・拠点毎にライセンス

管理

・スタンドアロン版を複

数導入

・個々にライセンス管

理

対

応

・ライセンス数で活用に

限界

・管理工数大

・テーマ活動・相談（80

件）にStatWorksを活用

して解析サービス

・SQC教育（60人）は

電卓、エクセル活用

種まき（’02年）

・全領域での日常的な

活用

・日常的な活用、管理

に限界

課

題

・テーマ活動、相談

（254件）はStatWorksを

活用して解析サポート

・SQC教育（500人）は

スタットワークス活用

・テーマ活動、相談

（100件）にStatWorksを

活用して解析サポート

・SQC教育（80人）は

エクセル＋スタットワー

クス活用

活

動

成長（’08年） 収穫？（’15年）

ＳｔａｔＷｏｒｋｓ導入経緯

①ＳＱＣ①ＳＱＣ①ＳＱＣ①ＳＱＣのののの日常日常日常日常化化化化

②科学的なアプローチ②科学的なアプローチ②科学的なアプローチ②科学的なアプローチでででで実践実践実践実践



相談窓口の開設（ＳｔａｔＷｏｒｋｓのインストール～重要品質

問題まで）

「かわら版」の発行（事例を元にポイントの説明、相談窓

口、アドバイザーの紹介）

PR活動２

社外品質管理団体による指導者の認定・大会での紹介

インセンティブ

制度

３

解析ツール（ＳｔａｔＷｏｒｋｓネットワーク版）の導入（教育、

推進で活用、発表会で共有）

キックオフ説明会の開催（役員部長、担当向け）

支援体制

項目

創意工夫提案制度の活用

テーマ活動・SQC教育の拡大

１

これまでの取り組み

ＳＱＣ活用の日常化

①ＳＱＣ①ＳＱＣ①ＳＱＣ①ＳＱＣのののの日常日常日常日常化化化化

②科学的なアプローチ②科学的なアプローチ②科学的なアプローチ②科学的なアプローチでででで実践実践実践実践



ＳｔａｔＷｏｒｋｓ月平均起動回数の年推移ＳｔａｔＷｏｒｋｓ月平均起動回数の年推移

ＳｔａｔＷｏｒｋｓ活用状況

①ＳＱＣ①ＳＱＣ①ＳＱＣ①ＳＱＣのののの日常日常日常日常化化化化

②科学的なアプローチ②科学的なアプローチ②科学的なアプローチ②科学的なアプローチでででで実践実践実践実践
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ＳｔａｔＷｏｒｋｓ手法別起動回数１２～１５年の合計（上位８手法）ＳｔａｔＷｏｒｋｓ手法別起動回数１２～１５年の合計（上位８手法）

ＳｔａｔＷｏｒｋｓ活用状況

①ＳＱＣ①ＳＱＣ①ＳＱＣ①ＳＱＣのののの日常日常日常日常化化化化

②科学的なアプローチ②科学的なアプローチ②科学的なアプローチ②科学的なアプローチでででで実践実践実践実践

起

動

回

数

（

指

数

）



SQCの教育体系の教育体系の教育体系の教育体系 SQCの活用推進組織の活用推進組織の活用推進組織の活用推進組織

初級初級初級初級初級初級初級初級

中級中級中級中級中級中級中級中級

上級上級上級上級上級上級上級上級

・テーマ登録・テーマ登録・テーマ登録・テーマ登録

部門の重要テーマ登録部門の重要テーマ登録部門の重要テーマ登録部門の重要テーマ登録

・テーマ解決活動・テーマ解決活動・テーマ解決活動・テーマ解決活動

手法に強い人＋専門技術に強い人手法に強い人＋専門技術に強い人手法に強い人＋専門技術に強い人手法に強い人＋専門技術に強い人

ＳＱＣ推進委員会ＳＱＣ推進委員会ＳＱＣ推進委員会ＳＱＣ推進委員会

設計部門設計部門設計部門設計部門 生技部門生技部門生技部門生技部門 生産部門生産部門生産部門生産部門

SQCSQCSQCSQC活用による重要問題解決件数活用による重要問題解決件数活用による重要問題解決件数活用による重要問題解決件数 ☆☆☆☆分野別分野別分野別分野別
☆☆☆☆分野別分野別分野別分野別

新技術新技術新技術新技術 6%6%6%6%

新工法新工法新工法新工法 8%8%8%8%

ネックネックネックネック技術技術技術技術

25%25%25%25%

慢性品質問題慢性品質問題慢性品質問題慢性品質問題

29%29%29%29%

仕事仕事仕事仕事のしくみのしくみのしくみのしくみ

32%32%32%32%

0000

0.50.50.50.5

1111

1.51.51.51.5

2222

2.52.52.52.5

2010201020102010 2011201120112011 2012201220122012 2013201320132013 2014201420142014

（（（（指数）指数）指数）指数）

ＳｔａｔＷｏｒｋｓ活用状況

①ＳＱＣ①ＳＱＣ①ＳＱＣ①ＳＱＣのののの日常日常日常日常化化化化

②科学的なアプローチ②科学的なアプローチ②科学的なアプローチ②科学的なアプローチでででで実践実践実践実践
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